
 ばいじん濃度と放射性セシウム(Cs)濃度の関係 
 管理目標である２Bq/㎥のCs濃度に相当するばいじ
ん量を推定(＝約100mg/㎥（大熊町における除染モデ
ル実証事業のデータ例)し、更に安全側を見て、警報
／順次停止／緊急停止の各値を設定しています。 

②ばいじん濃度の上昇 ばいじん濃度が上昇した場合は、機器からの警報により、直ちに原
因特定と対応をはかります。速やかに復帰しない場合や、更に温度
が上昇する場合は、順次停止、緊急停止を行います。 

原因特定（払落し
操作との関係等） 

順次停止 

緊急停止 

個別の対策実施 
・ろ布の点検 
・ろ布の交換 など 

 ①排ガス温度の上昇 急冷塔出口排ガス温度が高温になる場合、機器からの警報により、
直ちに焼却対象物の投入を停止して、原因特定と対応をはかります。 
速やかに復帰しない場合は、順次停止を行います。 

個別の対策実施 
・制御調整 
・ポンプ切替え 
・冷却ノズル交換 など 

焼却対象物の投入停止 
急冷塔出口排
ガス温度が
200℃を超過 

機器から
の警報 

原因特定 
・温度制御状況の確認 
・急冷塔内状況の判断 
・冷却水噴霧状況 など 

順次停止 速やかに復帰しない場合は 

３．運転中の対応(①排ガス温度の上昇､②ばいじん濃度の上昇） 

速やかに復帰 
しない場合は 

ばいじん濃度が
10mg/㎥を超過 

機器から
の警報 

ばいじん濃度が
15mg/㎥を超過 

ばいじん濃度が
20mg/㎥を超過 
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